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種 子 発 芽 の 区 分 的 考 察

　 特 に 禾 穀 類 の 種 子 発 芽 に 就 て

　　　　　 野　 　田 　　愛　　三

　　　 （ 香 川 大 学 農 学 部 ）

　禾穀類 の 種子 発芽 に 際 し ， 根 鞘の 生 理 ， 形態 を 追 及 中 で あ る が ，我 国 に 於 て は 発 芽 （ 対 す る 定義

が 人 r：依 り異な り定説 を見出 し難 い の で
， 発 芽 に 対 して 若干 の 区分 的考察を行わ ん とす る もの で あ

る
。

1 藩献か 、見・ 塀 発朔 艤 蹴 。

　CD　発芽 の 比甲交的初 期を指 さ れ た もの

安蹟 賑 q9 、 ， ，、、醗 駐 。 †鞁 を乱 破 。 て 体 。
一

部 を 押 し出 し。 焔 現象。 あ る 、

し単な る 物埋 現象で な く鍾子各 部 の 複雑 な 化学作用 が起 っ て い る もの とさ れ て い る もの で ある。

　山 田 豊
一

氏 （ 1955 ）  は 種子 発芽は 外見的 に は 吸 水 して 膨醸を起 し ， 種皮など の 皮膜 の 裂 開

1て 伴 い 胚器官 の 出現す る 現象で ある とされ
， 胚器冨 の 全 部と は書か れ て い な い の で 比較的初 期を指

され た と も考え られ る σ 三 浦肆玖楼氏 〔 1952 ）14膩 発芽 の 匿 合 い は根 或 は 芽 が 明 瞭に 表 わ れ た

時を以 て 発 芽 とす れ ば よ い と さ れ て い る
。

　（2」 鞘葉 及 び 幼根 の 仲長 露出 を意味す とされ た もの

　永 井
1

戒 三 郎 氏 〔 1951 ）・5鳳 こ e 　1，c発芽 と は 鞘震及び幼下艮の 露｝lllを意味す る とさ れ て い る璽が

胚軸に は 触 れ られ て い な い
。

　，3｝ 発芽を幼植物 の 完成迄 とさ れ て い る も の

　横 井時敬 氏 〔 1898 ）q7順 所謂 発 芽 を 甲耕 とせ られ て い る の で 極子 が 吸 水 して 幼殖物 の 完成す

る迄 を意味す る もの と考え られ るが 西 1［「市 三 氏 （ 1954 ）〔6膩 弊 寉に 種子 が 根茎葉 を発 生 して 値

物 体 を形成す る 現 象を発 芽と言 う と定義 さ れ て い る
。

　團 正 常 及 び 異状の 発芽 を考察 さ れ て い る もの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 解
　佐 々 木喬氏 〔 1926 ）ltDは単 に 根鞘の

一
部又は鞘 漿の 先端 の 出現 を 目 して 発芽 と見 る 見蝶 も あ

る が ， 斯 る 段 階 で は 発 芽の 全部終 ∫ し難 し とさ れ ，更に 発 芽 を 論ず る 1て 当 っ て 幼 芽 をq ｝鞣 の 発 達

働 第
一

， 第 二 本葉 の 発達 に 分 け て 幼根 の 発 達 と共 に 区 分 的 匠 観 察 を 行 い 正 常 及 び 異状 発 芽 に 区分す

る必 要 の あ る こ と を 明 らか にせ られ た 。

　筆者は佐 々 木 喬醇土 の 搆導 の 下 ， 空 気 の 供給 を制限 した 場合 の 禾穀類橦 F 発芽 に 就 て （ 1928

末発表 ）幼芽 に 於 て 鞘葉 の み 異状伸長 を して 本莫 は 殆 ん ど伸長 しな い と同様 な凋係が幼根 部 に 於 て

も榁 予根は 伸長 せ ず根鞘の みが 異状 仲長す る 場合が あ る こ とを確認 した 。 其後共 同研究 と して 友 類

〔7h
．
堕8）に 就 て 幼 根部か ら見 た 異状発芽型 の あ る こ と を 明 ら か に した 。

　
一方 錵菜 に 就て 柴田臣 ， 前 田 正 両氏 （ 1955 ）・卿 は種子 検査 の 対 象と な っ て い る種子 が 発 芽 し臆

た と認 め る 時 期 は 幼根 が禧 予 の 長 さ とほ ぼ 同 じ位 に 伸長 した 時 を 以 て 発 芽 と判定 して い る が ， 根毛襟

が 形成さ れ ， 胚軸 の 伸長 ， 子 稟 の 展開 と言 う過程 の 継続観察 が 必要 で あ る 旨が強調 さ れ て い る
。

　次 に外国文献 に 少 し触 れ る と独 逸で は NowacKi 　 A （ 1920 ）Uoの 考え方 が 引 きっ が れ て い る

よ うで あ りBecker −Dillingen （ 1927 ）（1＞Le   ann 　 EtAichele 　 F （ 1951 ）C2）な

ど発芽 に 際 して 根 鞘が橦被を 破 っ て 次 い で種子 根 が 出 る ， 鞘葉 が や が て 出 る と言 う経 過 を と る と し
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て 発芽は そ の 初 期の み が とられ て い 左 い
。

　又 ア メ リ カ の 大学 の テ キ ス ト と して の Martin ， Leonard （ 1949 ）・3）の 一
例 を 見て も種子

発芽 の 経過 は 胚器官 が種被を破 っ て 出現 し幼値物 の 完成す る迄を含む と考え られ て い る 。

　玉蜀黍 の 種子 発 芽 の 業績 の 多 い Toole 　EH 等 （ 1956 ）｛141は ヨ濁 黍 の 発 芽経 過 は膨潤 に 依 る吸
「

水 に 始 ま り， しば らくし て 化学変化が 起 り細胞 の 伸長が始 ま る ， 最初 根 鞘が 種被 を破 る ， 細胞 分裂は

恨 鞘 が 種被を 破 る填裡 子根 の 先端 で 児 られ る ， や が て 鞘葉 と幼芽 が 出現す る とし ，

一
般的 襯 察 と しては 、

こ う言 う結果が通 常に 示 され る と して 発芽の 意義を明 らか に さ れ て い る。

稀 己 1 ・ 禾穀 類 の 正常 発弟 （ 於 て 我国 で 最初鱒 被を破 る胚の 緯 が 色 姙 観 察 さ れ て い る の は 頴

を付げた粒の 場合 が 含ま れ て い る こ と に 依 る の で 裸 と し た場脊 は 就 れ の 場 合 も根 鞘で あ る
， 之 に 就 て

は目下 印刷中の 作物 学 会記事 で 明 ら か に す る で あ ろ う。

2 　 実 験 室 発 芽 と 圃 場 発 芽

　実 験 室 発 芽 と圃場発芽 に 対 して は 前 掲Martln 等は 明確 に 区別 して F吻 別 の 発芽歩 合 の 比較が 行 わ

れ て い る
。 手 島 寅雄氏 （ 1949 ）〔13〕は R   ington 「fS の 実験結 果 を引用 され 漏紙 E の 発芽 と砂、

の 場合 の 発芽期間 ， 発芽 歩合 が 示 され て い る 。

　手 島氏 は 発 芽試験器 を用 うる もの を 単 に 発芽 と し，別 に 土 壌発芽試験法を述 べ られ て い る u 手 島氏

聯
れ て 磁 うvaして 発芽 攤 鞠 や 土 壌嚶 りや 明鹸 鹹 す る 必 ・ が あ … 鰓 ・

　付記 2．圃場発 芽 の 場 合は鞘葉 が 地表に 出坩 する。本葉の 出現 を 待っ て 播種粒 数 に 対 す る 歩合 を 算

定す る 腸合 が あ る
。 之 れ を 成苗歩合 （仮称 ） と して 陸 稲直播 の 腸 合気温 と歩合 との 閾係 を 調 馬べ た も

の が 多 い
。

　筆者 は剴塵糯 （早生 ） を用 い た茨城 及 び 鳥取 の 元陸 稲指定試験地 の 成績書 か ら こ の 関係 を 求 め て 次

の 如 く考察 した ， C9）両試験 地共 に 黒 ボ ク 土壌で 土壌 水分 は 高 く調 査期間 の 土壌 水分 の 変異 の 少か っ た

場合を引用 した 。 之 れ に 依れ ば成 苗 歩合 は 気撮 の 上昇 と共 に 高 ぐな D 歩合 80 　eo以 上 は 凡 ね 半 均気温

15℃以上 ， t2〜信
’
C で は 50 〜 60 ・leしか期待 し得 な い こ と を知 っ た。

実韆 発芽 ・ 駘 、は善し く異 。 。 。．1面驍 芽 。 実体 。 繊 別 ，
．
．fk，・／。S，め 系納 研 究 、驪 験

室発 芽 と運 関 して 追 及す る 要が あ る よ うに 思わ れ る．

　 5． 禾穀 類 の 種 子発芽 の 経過 及 び そ の 区分

　禾穀 類 と して 考察 した もの は蕎麦 をの ぞ く稲 （水陸稲 ）麦 類 （ 友麦 ， 小麦，燕 麦 及 び ラ イ 麦 ）玉 蜀

黍，ハ ト麦 ， 蜀黍 ， 唐 人稗，粟，黍 ， 惨 ， 及 び 竜爪椶 で あ り発芽は 実 論室 発芽 ， 就 れ も取 り去っ た 裸

の 場合 で ある 。

　発芽経過 ，発芽 外観 及 び 発芽区 分 を 次表 に 示 す

発 芽 経 過 駻 騒 黏 鰐 魁 讃 凝 鋤 収

細 胞 の 膨 潤
一・ 細 胞 伸 長

一
細 胞 分 裂 増 殖

発 芽 外 観

　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 冖 一

軒 ・ 凱 蕩 編轟 一 纏 黔
完成

　 　 　 　 　 　 　 　 　 （外 に 異状 発 芽あ り ）

発 芽 区 分
　 　　 　 1

発 芽 前 期
一

　発 芽 初 期
一・発 芽 終 期

発芽 は そ の 経 過 と して 連 続的で あ る が 吸 水して僅被 を根鞘が 破 っ
て 出現す る 時 期をとらえ て 発芽初期

と し ，
こ れ よ り前を前期 ， 根鞘 が 現 わ れ て 後 他の 器冨 が 何 れ も種被 外 に 出現 して 幼瓸物 完成 の 時期 を
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　発芽終期 と して 区 分 し，そ の 時期 を 明確 に す る t とが 合理的 で あ る と考察す るも の で あ る
。

　伺記 3． 水稲及び小 麦の 発芽初期に 恨鞘を 切断 す る と種 子根 の 伸長 が 明 らか に 劣 り， 発芽 の 進行

に 何等 か の 重要 な 役割 を 持 っ て い る こ と を 知 っ た 。又 中性緩衝液 中 で 中性赤 の 滲透 が 根鞘 ， 特 に 根

鞘毛で 迅 速 に 行 わ れ る こ と， 根 鞘組織の 滲透 圧 は 可 成 D 高い こ とな どか ら こ の 部で 吸 水作用 の 行 わ

れ て い る こ とを推 定した 。

P52 を嚇 初其脚 陵 蝦 靴 塗布す る と比蜘 旒 儲 で 他 の 融 に 移動す る こ と峡 証 し た 。

　恨 鞘が 種被を破 っ て 現 わ れ た 時 期は 発 芽経 過 に於 て 一
っ の 重要時期 と考え られ る の で あ る。

付 記 4． 文 中の 術語は 学会 に 於 て 検討中で 統一
され る の で ある が 本小報告で は 次 の よ うに 馭 扱 っ

た。

　根 鞘 ，　 根 鞘 と鞘恨 と二 様 に 用 い られ て い る の が 根鞘 に 統
一さ れ る よ うで あ る の で 恨鞘 と した

。

　勒 葉 ，　 子 奨鞘 と して 就
一さ れ る よ うで あ る が 引 用 文献 に は 鞘 梟 と さ れ る もの が 多 い の で 漸定 的

　　　　 f
／こ鞘 葉 と した。

　其 の 他 　就 れ も近蟹硫
一

さ れ る が よ く使 わ れ て い る も の を 圭の 場合 と同じ よ うに 取 扱 っ た 。
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